はじめに
ディベートにも、試合を行う上で大切こと、してはいけないこと、言われてみればそうだなというもの、ありがちな落とし穴などがあります。これらの、ディベートのちょっとした「こつ」をまとめてみました。
「ディベートのこつ」第１版を書いたのは今から８年前、ディベート甲子園が始まった年でした。ほんの遊び心から書いたものですが、全国教室ディベート連盟北海道支部のホームページに載せていたところ、思いのほか読まれていたようです。
すでに内容的にそぐわないところもあり、いつか書き替えようと思ってはいたのですが、はや８年もたってしまいました。第２版は大幅に、というか全て新たに書き直しました。ディベートをする上で、少しでもお役に立てば幸いです。
岡山　洋一　　　　　　　
okayama@poplar.ocn.ne.jp

オフシーズン編

１．ディベートの仕方や理論をよく勉強する

ディベートのルールや理論はよく勉強しましょう。立論の作り方、質疑の仕方、反駁の仕方などもよく理解しておきましょう。オフシーズンにしっかりと基礎を身に付けておきましょう。
２．実践記録、立論集を研究する

いろいろな実践記録や立論を読んでみましょう。過去の大会の決勝戦も研究しましょう。論題は違っても、議論のパターン（定石）がそこにあります。試合ができなくても疑似体験ができます。

３．時事問題には敏感に

時事問題には注意を払いましょう。新聞やニュースで常に確認しておきましょう。ディベートの論題はタイムリーなものが多いので、必ず役立ちます。

４．学校の勉強をきちんとする

中学･高校の勉強は基礎学問です。全ての勉強はディベートに役立ちます。ディベートで学んだことを生かして、学校の勉強をきちんとしましょう。

準備編

１．論題には種も仕掛けもある

論題をよく見ましょう。論題の語句は、作成者が吟味に吟味を重ねて選んでいます。論題をよく見ると作成者の意図が見えてきます。また、論題の付帯文にも注意しましょう。付帯文をよく見ると、目指すべきディベートの方向が見えてきます。迷ったら論題をもう一度見てみましょう。
２．リサーチ自体が目的ではない

地道なリサーチが勝敗を分けます。しかしリサーチを進めていくと、えてしてリサーチそのものが目的となってしまうことがあります。確かに次から次と新しい資料が見つかり、きりがありません。しかしこれでは、いつまでたっても議論は出来上がりません。リサーチすることが目的ではありません。ディベートをするためにリサーチしていることをお忘れなく。

３．大きく勝とうとしない

大きなメリット、デメリットを、無理に作って勝とうとしないことです。ディベートは相手より少しでも上回っていれば勝てるのです。無理に大きな議論を作る必要はありません。小さくても勝ちは勝ちです。

４．議論を小さくしてしまわない

準備の過程で自分たちの議論に対して反論を思いつきます。また、練習試合などで相手から反論されます。反論を避けるために自分たちの議論を、自分たちで小さくしてしまってはいけません。反論されないように議論を変えるのではなく、反論されても反駁できるようにするのです。反論を恐れるあまり、自分たちの議論をどんどん削っていき、小さなものにしてしまってはなりません。

５．シナリオを簡単に説明できるように

自分たちの立論、議論のシナリオを簡単に、例えば1分とか、30秒とかで言えるようにしましょう。短く、自分の言葉でシナリオを説明できると、質疑や反駁のときに役立ちます。立論のラベルは暗記してしまいましょう。自分たちの議論を理解せずに、どうして相手の議論に集中できますか。
６．戦術を立てる

個々の議論にどのように決着をつけるか考えておきましょう。正反対の議論、証拠資料は必ず比べなければなりません。ぶつかり合う議論、証拠資料をそのままにしておいたのでは審判が勝手に判断してしまいます。なぜ自分たちの議論、証拠資料が勝っているのかをきちんと説明できるようにしておきましょう。

７．戦略を立てる

どのようにして勝つのかという戦略を立てましょう。最低限ここは残す、最低限ここだけは崩すという戦略を立てておきます。いきあたりばったりでディベートしていては、絶対に勝てません。自分たちはこう言う、相手はこう返してくる、自分たちはこう反駁するというように、議論の流れを予想しましょう。そのうえで、ディベート全体の戦略を立て、ディベートに臨みましょう。
８．言語化の練習をする

議論や反論などを思いついても、実際に言語化するまでは、身についていません。常に言語化する練習をしましょう。頭の中では理解していても、言葉にはなかなかできないものです。また、言葉にできても的確に言えなかったり、時間がかかったりしていてはだめです。思いついた議論や反論は必ず言語化してみましょう。
９．スピーチの練習をする

あらゆる場面を考えてスピーチの練習をしておきましょう。相手がこう来たらこう言う、というのを実際にスピーチして練習しておきましょう。もっと的確な表現はないか、もっと効果的にスピーチできないか、もっと短い時間で言えないか、ということを常に心がけて練習しましょう。
立論編

１．フローをとりやすくスピーチする

立論は、声で聞かせるのではなく、審判に書かせて、目で見せるようにしましょう。ナンバリングを階層的にしっかり行い、審判がフローシートをとりやすいようにします。

２．聞きやすいスピーチをする

立論は、一定のスピードで読まないことです。一定の、しかも速いスピードで読まれると、とても聞きづらいものです。ゆっくり読むところと、普通に読むところ、ある程度のスピードで読むところを分けてスピーチしましょう。また、ラベルと議論の間や、議論と証拠資料の区切り、重要なところなどは間をとるようにします。スピーチにメリハリをつけるのが大事です。

３．時間内で終わるようにする

立論はあらかじめ用意することができるのですから、時間を余してしまったり、時間切れで読みきれないのは論外です。読む練習は何度もしましょう。それでも本番になるとあがってしまい、時間が余ったり、足りなくなったりすることがあります。原稿のどこまでを、何分何秒で読めるか確認しておきましょう。時々時間を見ながら、予定通り読み進んでいるかチェックし、スピードを調節しながら時間通りに終わるようにします。
質疑編

１．質疑は審判に聞かせる

相手にたずねるのではなく、相手からの答えをジャッジの前に引き出すのです。答えるときも同じ要領です。質疑は審判に聞かせるのです。質疑の時には質問者も応答者も、相手を見るのではなく、審判の方を見て行いましょう。
２．相手の議論がわからないときは必ず質疑で聞く

質疑の第１の目的は、不明な点を明確にすることです。相手の議論の分からない点をそのままにしておかないで、必ず質疑で確認します。良く聞いてみると、案外自分たちの知っていることだったりします。ただ言い方が違っていたためにわからなかったということは、よくあることです。
３．攻撃的な質疑をしない

必要以上に攻撃的な質疑は見苦しいものです。質疑はディベートの中で、唯一相手と直接対決ができる場です。だからといって攻撃的になるのは禁物です。相手に答えさせないために途中でさえぎったり、きちんと答えなかったり、態度が悪かったりするのはマナー違反です。質疑はディベートの中で一番難しいパートです。美しい質疑を心がけましょう。
４．途中でさえぎられないために、重要なところを先に言う

質疑で答えているときに、さえぎられてしまうことがあります。途中でさえぎられてしまって、意図している答えと違って聞こえることがあります。「～は～です。しかし～だから・・・」というところでさえぎられてしまうと、相手に都合の良い答えになってしまいます。このようなことにならないように、重要なところは先に言ってしまいましょう。

５．仮定の質問には注意する

「もし～ならば」という質問には注意しましょう。「もし～ならば、良いですよね」と、自分たちの議論を認めさせようとする質問があります。でもイエスとは答えたくないですよね。そういうときは、ケースバイケースですと言うか、ノーと言ってしまいましょう。「そのようなことは起こりません、なぜなら～だからです」と言って自分たちの議論を展開してしまいましょう。
６．応答者は質問しない

時々質問の意味がわからない場合があります。そういうときに相手に質問してしまい、逆に相手が答えてしまい、立場が逆転してしまう場合があります。「どういう意味ですか？」と逆に聞かないで、「～の意味がわからないのですが・・・」とか、「～という意味でしたら、こうなります」というように答えて、逆に質問するのはやめましょう。
７．わからないときはわからないと言う
質問に答えられないときや、わからないときには、正直にわかりませんと言いましょう。だらだらと時間を引き延ばしたりするのはみっともないものです。いさぎよくわからないと言ってしまいましょう。その場合、いかにもたいした問題じゃないというふうに言いましょう。
８．はい、いいえで答えられないとき

「イエスかノーで答え下さい」と、答えを強要されることがあります。何か言おうとしても、イエスかノーかと詰め寄られます。イエスかノーかで答えられないときは、「イエス、ノーで答えられません」と言いましょう。相手は必ず、なぜですかと聞いてきます。そのときに答えられない理由と、自分の答えを言うのです。
反駁編

１．どこに反論しているのかを明確にする
審判があなたの議論をどこに書くか迷って、フローシートをさがし続けている間は、あなたの声はとどいていません。これでは何も言っていないのと同じです。反論、反駁を述べるときには、必ずどのポイントについて言っているのかを明確にしてスピーチしましょう。
２．ターンできない議論はない

相手の議論をターンできないかどうか常に考えましょう。ターンアラウンドは、とても有効な議論です。相手の足元をすくうことができ、相手の議論をそのまま自分たちの議論にしてしまうことができます。ターンできない議論はない、というような気持ちでいるとターンを考えつくことができます。
３．ターンされたら、ターンし返す

ターンされてしまったからといって、そのままにしておいてはいけません。ターンされたらターンし返しましょう。ターンされて、黙っていては認めたことになってしまいます。ターンされたら、ターンになっていないことを言うか、ターンし返してやりましょう。
４．議論を比べる

ディベートでは正反対の議論、証拠資料がぶつかることが多くあります。議論、証拠資料がぶつかり合っているときには、必ず比べて自分たちの優位性を説明しましょう。そのままにしておくと審判の判断にまかされてしまいます。なぜ自分たちの議論･証拠資料のほうが優れているのか、なぜ相手は誤っているのかを説明しましょう。
５．プランに入っているからという議論には惑わされない

プランが実行されることはフィアットで仮定されています。だからといって、プランが本当にメリットを発生させるのかどうかは保障されません。プランに規定されているかといって、本当にうまくいくとは限りません。特にスパイク・プランには注意しましょう。
６．立論で出した議論･証拠資料を有効に利用する

せっかく立論で良い議論･証拠資料を出しているのに、それらが反駁でまったく出てこなかったり、有効に使われていない場合があります。相手に反論するときに、立論内の証拠資料を使って反論できるのに、わざわざ他の資料を使って反論している場合があります。立論で出した議論・証拠資料を反駁で「引っ張り」、「伸ばし」ましょう。
７．重要な議論から先に言う
反駁で結論を言おうとしたディベーターが時間切れになり、結局自分たちのチームに有利な事を一つも言えずに終わってしまったというのは、よくあることです。順番にスピーチするのも大事ですが、時間が足りなくなるようでしたら、重要な議論から言うのもひとつの方法です。結論を言えずに終わってしまっては、元も子もありません。
練習試合編

１．練習試合は練習をする場ではない

練習試合は練習をする場ではありません。練習の成果を試す場です。スピーチの練習はあらかじめしておきましょう。練習試合は試合運びの練習や、作戦通りに進められるか、うまく仲間と連携を取れるか、相手の議論にとっさにどう対応できるかを試す場です。
２．練習試合のときに議論や証拠資料を隠さない

練習試合では相手に情報を渡すことを恐れてはなりません。隠し資料、隠し論点は本番に弱いのです。相手をびっくりさせて勝とうなどとはとんでもない誤りです。反論されてしまい、自分たちが逆にびっくりしてしまうのが落ちです。証拠資料や議論はどんどん教えて、相手からも反論をどんどん教えてもらいましょう。

３．コメントを注意して聞く

練習試合は実際の試合とは違い、審判も勝敗を出すことよりも、どちらかというとコメントを多くしてくれるはずです。なぜ勝ったか、なぜ負けたかも大事ですが、どうしたら勝てたのか、どうしたら良かったのかを聞くことも大事です。どんどん聞いて、良かった点、改善点などを確認しておきましょう。
試合前日編

１．睡眠は十分にとる

試合前日は、寝不足にならないように睡眠を十分にとることです。前日の資料探しや、遅くまでの練習はあまり意味がありません。それよりもゆっくりと休んで体調を整えておくほうが大切です。普段からあまり寝ない人は、寝すぎも良くありません。どちらにしても無理をしないで、普段と同じ睡眠をとるようにしましょう。
２．のどを大切にする
ディベートはとにかく議論を声に出さなければなりません。小さい声、聞きにくい声ではせっかくの良い議論も台無しです。のどを痛めたり、風邪をひいたりしてしまっては勝敗にも影響します。のど飴やお茶などで万全にしておきましょう。龍角散のど飴などが良いです。でも舐めすぎはいけませんね。
３．体調に注意する
事前の準備などで、試合前日ともなると結構疲れているものです。興奮状態にあるので疲れを感じないだけで、体は結構疲れているものです。前日に無理をして体調を壊したり、疲れを残したりすると、気持ちにも影響してきます。肉体的な疲れが精神にも影響しますので、十分注意しましょう。
試合編
１．ちゃんと聞き取る
当たり前のことですが、相手の議論はきちんと聞きましょう。議論のつながり、証拠資料もきちんと聞き取り、フローシートに書きましょう。できればラベルは言ったとおりに書き取るのが望ましいです。証拠資料も著者、刊行年、内容まで書き取るようにしましょう。証拠資料をきちんと聞くことによって、反論できるようになります。
２．相手の言っていることがわからないときは、審判もわからない

相手が何を言っているかわからないときには、審判もわからないものです。びくびくしないで、どんどん聞きましょう。自分たちがわからないのは相手の議論の内容よりも、ナンバリング･ラベリングが不適切だったり、議論構造がわかりにくい場合が多いものです。審判のためにもよく聞いて、議論をはっきりさせましょう。
３．聴衆の一番後ろの人に話しかけるように声を出す

声は大きければ良いというものではありませんが、聞き取れなければせっかくの良い議論も伝わりません。スピーチするときには、一番後ろの人に話しかけるように声を出しましょう。聞きやすさも内容に影響してきます。
４．試合を途中であきらめない

どんなにだめだと思っていても、試合を途中であきらめてはいけません。審判として見ているのと、実際に試合をしているのとは感覚が違います。まだ勝てる見込みはあるのです。相手が思わぬミスをするかもしれません。思わぬところに勝機があるかもしれません。試合を途中であきらめてしまっては、勝てる試合も勝てなくなってしまいます。最後まであきらめずに戦いましょう。
５．仲間がミスをしても態度に表さない
試合中に、仲間が思わぬミスをしてしまうことがあります。そのときに「しまった」と態度に表したり、表情に出したりすることは禁物です。相手に失敗を気づかせてしまうことになるだけではなく、審判にも影響してしまいます。たとえミスをしても、回りは予定の行動だというようなふりをしておきましょう。
６.マナーには十分注意をする
議論を戦わせて、勝敗を決めるということは大変なファイトです。それだけに、全てにわたってマナーやエチケットには十分注意してください。必要以上に攻撃的になるのは良くありません。態度が悪いと審判の心証も悪くなります。中学生だから、高校生だから良いということもありません。礼を尽くして、初めて自由な議論が成り立つのです。
７．相手にのまれない

たとえ強そうな相手だからといって、試合前から相手にのまれてしまってはだめです。同じ中学生･高校生じゃないですか。そんなに力の差は無いはずです。たくさんの資料を持ってきているチームに驚いてはいけません。資料をたくさん持ってきているのは準備が間に合わなかったからです。試合中に資料を探したりする時間なんかありません。
８．緊張してあたりまえ
どんなに準備をしていても、緊張はしますし、あがってしまいます。緊張するのは当たり前です。緊張しないほうがおかしいのです。問題は緊張してしまうことによってあがってしまい、自分の力を発揮できないときです。今まで自分が準備・練習してきたことを信じましょう。緊張しても十分力が出せることを信じましょう。
９．審判の振る舞いに気をつける
ディベートの真の相手は対戦チームではなく、審判です。審判を説得するのです。スピーチをするとき、質疑のときも審判の方を見て行いましょう。審判が何をしているのかも良く見ておきましょう。首を傾げていませんか？フローをとっていますか？うなずいていますか？審判に伝わらなければ、勝利はありません。
予想外の議論が来たら

１．わからなかったら聞く
わからないところを質疑で相手に聞きましょう。わからなかったら、とにかく聞くことです。わかっていても、確認のために聞くことも大事です。聞き取れなかったところが出てきた場合は、フローにスペースを空けておき、わかったときにスペースを埋めていきます。自分たちの予想した言葉と、相手が実際に使った表現が違っていても、「つまり～ということですか？」と自分の言葉に置き換えて聞いてみましょう。案外予想していた議論だったりする場合もあります。
２．重要性･深刻性と発生過程の関係に注意する

メリット・デメリットの重要性・深刻性と発生過程との関係に注意しましょう。通常、重要性・深刻性の大きいメリット･デメリットは、発生過程が弱いものです。たんに発生したら大きな問題だというだけで、発生する確率はとても低かったりします。また、発生過程が強いメリット・デメリットは重要性・深刻性が小さいものです。間違いなく発生はするのですが、大して重要・深刻な問題ではないものです。なぜその問題が重要なのかを徹底的に追求しましょう。
３．証拠資料に反論する

証拠資料にも反論しましょう。証拠資料を良く聞いて、わからなければ借りて読んでみましょう。証拠資料を使っていても、本当に有効に使っている場合は少ないものです。証拠資料に理由が入っているか、または主張をサポートしているかをチェックしましょう。「証拠資料は結論だけで、理由がない」、「証拠資料は主張をサポートしていない」のどちらかが当てはまるはずです。

４．デメリットは現状から出ていないか

デメリットはまず、現状で発生しているのかどうかをチェックしましょう。デメリットの証明には、現状の説明が入っている場合が多いものです。現状でデメリットが起こっていたなら、それは肯定側の責任ではありません。肯定側を否定する理由にはなりません。また、デメリットが現状から出ていたら、「現状から出ているデメリットはプランによって逆に取り除ける」と言って、ターンしてメリットにしてしまいましょう。
５．ラベルに惑わされない

ラベルが本当に内容と合っているのかどうかをチェックしましょう。特に大きなラベルには注意が必要です。ラベルに惑わされないで、何が本当のメリット･デメリットなのかを見極めましょう。
試合後編

１．試合後のコメントは良く聞く
試合後の審判のコメントは良く聞きましょう。なぜ自分たちが勝ったのか、負けたのかを良く理解しましょう。また、どうしたら勝てたのかも良く聞きましょう。すぐに次の試合で生かせるコメントもあるはずです。どうしても聞いてみたいところや、聞き足りないときには、講評が終わってからどんどん審判に聞いてみましょう。
２．相手チームと交流する

試合が終わったら相手チームと交流しましょう。相手チームと話してみましょう。せっかく対戦したんですから、感想なども言ってみましょう。仲良くなって今後情報交換とかもできるようにしましょう。
３．次のディベートは、最後の試合が終わった時から始まる

全ての試合が終わってしまったら、気が抜けるものです。次のディベートまでは、まだ時間があります。しかしここで何もしなかったら、せっかく身に付きかけたディベートの力は落ちてしまいます。次のディベートは、論題が発表されてから始まるのではありません。最後の試合が終わった、今、始まるのです。
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ディベーターの心得

一　地道なリサーチが勝敗を決める


二　勝つための戦術･戦略を立てよ


三　オーソドックスな議論が一番強い


四　隠し資料、隠し議論は本番に弱い


五　スピーチや質疑は審判に語りかけよ


六　常に審判の振る舞いに気をつけよ


七　何を言ったかではなく、何が伝わったかが重要だ


八　証拠資料の捏造は重大な反則行為である


九　試合に負けたことを人のせいにしてはならない


十　次のディベートは、最後の試合が終わった時から始まる
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